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プレスリリース

平成２４年 ２月 ２日

独立行政法人 森林総合研究所

REDDプラス公開セミナー開催のご案内
グローバルなREDDプラスの枠組構築に向けて

－プロジェクト活動からのスケールアップ、多様なプレーヤーの有機的連携－

ポイント

・森林総合研究所REDD研究開発センターは、途上国におけるREDDプラス関連のプロジ

ェクト活動を促進し、その知見を地球規模のREDDプラスの枠組に反映することを目

的に、公開セミナーを開催します。

・国内外の専門家による報告や参加者との議論を通じて、プロジェクトレベルから準

国レベル・国レベルにスケールアップする際の課題と、解決策について話し合いま

す。

・セミナーの成果は今後の国際交渉、プロジェクト、研究開発に活かされます。

概要

独立行政法人森林総合研究所では、2012年2月7日（火）、8日（水）、早稲田大学総合学

術情報センター国際会議場（東京都新宿区）においてREDDプラス推進のための公開国際セ

ミナーを開催します。

このセミナーはREDDプラスに向けた活動を通じて得られた経験や関係者が直面している

課題等を共有し、REDDプラスの最終段階や、更には世界の持続可能な森林経営の推進まで

見据えつつ、その解決策を考え、共有することを目的に開催します。

REDDに関する研究・開発や現場でのREDDプラス活動に取り組まれている皆様、今後の取

組をご検討されている皆様の積極的なご参加をお待ちしています。

予算：林野庁補助事業「REDD推進体制緊急整備事業」

問い合わせ先など

独立行政法人 森林総合研究所 理事長 鈴木 和夫

研究推進責任者：森林総合研究所 研究コーディネータ 松本 光朗

研 究 担 当 者：森林総合研究所 REDD研究開発センター 藤間 剛

広 報 担 当 者：森林総合研究所 企画部 研究情報科長 荒木 誠

TEL：029-829-8130 FAX：029-873-0844

本資料は、林政記者クラブ、農林記者会、農政クラブ、筑波研究学園都

市記者会に配付しています。
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背景

途上国における森林減少・劣化に由来する排出の削減等（REDDプラス）については、20

11年末の気候変動枠組条約第17回締約国会議（COP17）でその技術指針と資金のあり方に

ついて議論が行われ、REDDプラスが生物多様性や地域の人々の生活に悪影響を及ぼさない

ためのセーフガード（安全措置）に関する技術指針が決定された他、排出削減を評価する

ための参照レベルに関するモダリティ（取り決め）に合意するなど、枠組みの構築に向け

て議論が進められています。

一方、このような国際的な枠組の検討と並行して、各国では公的機関による準備活動が
進められるとともに、民間等も参加した実証活動も準備されつつあり、このような活動を
通じて、関係者の間で現場での実施経験に基づく様々な知見やノウハウが蓄積されつつあ
ります。

しかしながら、各プレーヤーが有機的なつながりを持って、それぞれの役割や関心を最
大限に活かすためには、途上国での条件整備やプロジェクト活動と準国／国レベルをつな
ぐ仕組みの構築など、取組むべき課題も多いことが明らかとなっています。また、REDDプ
ラスへの取り組みを通じて、気候変動、緩和にとどまらず、気候変動への適応、生物多様
性保全や森林ガバナンスの向上といった森林をめぐるより幅広い課題にアプローチしてい
くことにも期待が寄せられています。

目的と内容

REDDプラスに向けた活動を通じて得られた経験や関係者が直面している課題等を共有し、

REDDプラスの最終段階や、更には世界の持続可能な森林経営の推進まで見据えつつ、その

解決策を考え、共有することを目的に国際セミナーを開催します。「REDDプラスに係る各

プレーヤーの役割は何か?」、「途上国の政策やニーズと整合的な取組みとは何か?」、「RED

Dプラスの「活動」をどのように実施し、これをスケールアップするか?」、「REDDプラスを

通じて何を実現すべきか? REDDプラスのその先へ」という4つのセッションでの事例報告

と討論、「REDD活動の推進に向けて各プレーヤーの力を最大限に活かすためには何が必要

か?」と題するパネルディスカッションをおこないます。

REDDに関する研究・開発や現場でのREDDプラス活動に取り組まれている皆様、今後の取
組をご検討されている皆様の積極的なご参加をお待ちしています。

用語の解説

・REDDプラス
気候変動枠組条約締約国会合（UNFCCC-COP）で議論されている気候変動の緩和活動の一

つであり、森林減少・劣化による排出削減、森林保全、持続可能な森林管理、森林炭素蓄
積の増強（Reducing Emissions from Deforestation and forest Degradation and the
role of conservation, sustainable management of forests and enhancement of fores
t carbon stocks in developing countries）の略称です。英語ではREDD+ あるいはREDD-
plus と表記されています。

・各プレーヤー
REDDプラスの実施にむけて活動する、国際機関、各国政府をはじめとする公的機関、民

間企業やNGO、大学や研究機関など、をさします。
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